て、 その 全 財産 を 社会の 共有に 委 すると 共に、 一 般の 

文化的 労作 者の 間に 没入し、 労働者 もまた 資本家に 盲 

従す る奴隸 心と、 乃至 資本家に 取って 代ろうと する 利 

い つ てき 

己 的 支配的 欲望と を 一 擲 して、 同じく 文化的 労作 者と 

しての 一席に 就く こと を、 いずれも 自発的に 決行す る 

に 到る でしよう。 資本と 労働の 協調 問題 は、 こういう 

風に 文化 主義の 理想 を 目標と して 考察し なければ、 要 

する に 徹底した 解決 を 発見し がた かろうと 思います。 

( 一 九 二 〇 年 一 月) 

(『雄弁』 一 九 一 九 年 九月) 
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